
「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX 31-145231-1452
FAX 24-0515
FAX 29-4839
FAX 31-1452
FAX 31-1452
FAX 26-1944

FAX 29-4839

FAX 23-0303
FAX 58-3110
FAX 51-9004
FAX 26-7101
FAX 24-0515
FAX 31-1452
FAX 24-0515
FAX 29-4839
FAX 31-1452
FAX 31-1452
FAX 26-1944

（
応
募
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通
）

（
正
解　
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通
）
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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
8
月
31
日
で
、
当
選

者
は
10
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
7
月
号
の
答
え
】

【
6
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.195)（No.195)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①
ウ　

②
ア　

③
イ　

④
エ

粟
田　

宏
子
さ
ん（
延
岡
市
）

黒
木　

邦
子
さ
ん（
門
川
町
）

川
越　

順
子
さ
ん（
宮
崎
市
）

山
元

キ
ヨ
子
さ
ん（
綾　

町
）

若
松　

見
子
さ
ん（
都
城
市
）

8
月
10
日
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
第
1
0
2
回
夏
の

甲
子
園
大
会
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
春
の
第
92
回
セ

ン
バ
ツ
大
会
も
一
旦
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本

高
野
連
は
8
月
に
セ
ン
バ
ツ
32
校
の
交
流
試
合
を
開
催

し
、
高
校
球
児
に
甲
子
園
球
場
で
プ
レ
ー
す
る
機
会
を

設
け
ま
し
た
。

今
回
は
、
夏
の
甲
子
園
大
会
優
勝
回
数
の
都
道
府
県

の
問
題
で
す
。
1
位
は
大
阪
府
の
13
回
。
2
位
、
3
位
、

8
位
、
9
位
、
11
位
を
左
記
の
中
か
ら
答
え
て
下
さ
い
。
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『
原
発
事
故
は
二
度
と
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
』
昨
年
初
め
て
福
島

を
訪
れ
ま
し
た
。
原
発
事
故
か
ら

も
う
す
ぐ
10
年
。
３
月
11
日
に
起

き
た
巨
大
津
波
は
、
福
島
第
一
原

発
を
の
み
込
み
ま
し
た
。
10
年
ひ

と
昔
と
言
い
ま
す
が
、
今
回
訪
れ

た
福
島
は
ま
だ
時
が
止
ま
っ
た
ま

ま
で
し
た
。
放
射
線
量
は
２
０
１

１
年
と
比
較
す
る
と
95
％
減
少
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

家
を
失
い
、
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
人
は
４
万
人
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
避
難
が
解
除
さ
れ

て
も
故
郷
に
帰
る
人
は
わ
ず
か

28
％
で
、
18
万
３
千
人
が
県
外
転

居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
▼

18
万
と
い
え
ば
宮
崎
県
都
城
市
の

人
口
に
匹
敵
し
ま
す
。
そ
の
街
並

み
は
廃
屋
が
立
ち
並
び
、
荒
れ
果

て
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被

害
も
多
い
よ
う
で
す
。
車
で
少
し

先
に
行
く
と
、
中
間
貯
蔵
施
設
が

あ
り
ま
し
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
に

除
染
の
際
に
出
た
お
び
た
だ
し
い

土
壌
袋
が
積
み
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。「
中
間
」
の
貯
蔵
施
設
で
す
の

で
、
い
つ
か
は
ど
こ
か
に
運
ば
れ

ま
す
。
国
は
30
年
後
に
搬
出
す
る

と
法
律
で
明
記
し
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
受
け
入
れ
先
は
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ど
こ
に
運
ぶ
つ
も

り
な
の
で
し
ょ
う
▼
30
年
先
と
い

え
ば
総
理
を
は
じ
め
政
治
家
、
官

僚
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
か
ら
問

題
の
先
送
り
と
し
か
言
い
よ
う
が

あ
り
ま
せ
ん
。
搬
出
先
問
題
は
若

い
世
代
に
丸
投
げ
で
し
ょ
う
。
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
何
も

学
ば
な
か
っ
た
日
本
。
私
た
ち
の

子
や
孫
が
「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ

と
を
し
た
の
！
」
と
詰
問
さ
れ
、「
関

心
が
な
か
っ
た
、
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
と

思
い
ま
す
。
い
く
ら
月
日
が
流
れ

て
も
、
も
と
の
姿
に
戻
せ
な
い
の

が
原
発
事
故
で
す
。
も
う
２
度
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
な
い
よ

う
一
人
ひ
と
り
が
真
実
を
学
び
、

知
り
、
伝
え
る
努
力
を
し
た
い
も

の
で
す
。　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｓ
）

体
温
計

http://www.miyazaki-iryou.coop/

2
位
8
回
【
①
県
（
東
海
地
方
）
】

3
位
7
回
【
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
和
歌
山
県
、
兵
庫
県
、

　
　
　
　
　

②
県
（
中
国
地
方
）
】

8
位
6
回
【
③
県
（
四
国
地
方
）
】

9
位
4
回
【
④
府
、
福
岡
県
】

11
位
3
回
【
⑤
県
】

ア
、
千
葉　
　

イ
、
京
都

ウ
、
愛
媛　
　

エ
、
広
島

オ
、
愛
知

第
31
回
総
代
会
を
6
月
24
日
、
す
べ
て
の
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

で
、
今
年
の
総
代
会
は
17
支
部
か
ら

総
代
1
名
の
出
会
で
J
A
ア
ズ
ム
大
研

修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
に
全
総

代
に
は
議
案
書
を
送
付
、
1
8
0
名

か
ら
議
案
議
決
書
が
届
き
、
総
代
17

名
の
出
席
を
含
め
、
定
数
2
2
4
名

に
対
し
1
9
7
名
で
開
会
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
日
高
明
義
理
事
長
が
「
宮

崎
医
療
生
協
の
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

こ
の
１
年
間
の
様
々
な
活
動
、
ご
協
力

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
複
数

の
新
卒
研
修
医
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
病
院
も
大
き
く
世
代
が
変
わ
っ
て

い
き
さ
ら
に
活
気
づ
い
て
き
ま
し
た
」

と
述
べ
ま
し
た
。

一
方
で
「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
広
が
り
で
様
相
が
一
変
し

ま
し
た
。
対
応
に
よ
っ
て
は
格
差
が
さ

ら
に
広
が
る
こ
と
も
は
っ
き
り
し
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
安
倍
首
相
は
、

森
友
加
計
問
題
を
放
置
し
、
検
事
の

人
事
政
策
や
前
法
務
大
臣
夫
妻
の
金

権
汚
職
な
ど
、
自
分
の
保
身
の
こ
と
ば

か
り
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
私
た
ち
は
命
と
健
康
、

環
境
問
題
は
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
絶

対
的
価
値
の
あ
る
問
題
と
し
て
、
医
療

介
護
従
事
者
と
し
て
何
が
で
き
る
の

か
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
改

め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
中
、地
域
で
は
、自
粛

に
伴
い
外
出
を
抑
え
た
結
果
、病
院
受

診
を
控
え
た
患
者
さ
ん
も
お
ら
れ
、病

院
の
経
営
に
も
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
ん
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
医
療
生

協
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
何
な
の
か

を
再
度
見
つ
め
、

地
域
の
要
求
に
応

え
る
医
療
介
護
機

関
と
し
て
支
え
合

い
、医
療
生
協
の
理

念
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。地
域
の
中
で

困
っ
た
方
が
一
人

ぼ
っ
ち
に
な
ら
な

い
よ
う
、組
合
員
の

皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
て
き
び
し
い

難
局
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

仁
田
脇
弘
文
専
務
理
事
よ
り
、「
2

月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
で
、
生
協
組
合
員
の
健
康
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
等
の
自
粛
を
行

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
普
段

に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
は
、
人
間

ら
し
い
つ
な
が
り
を
様
々
な
形
で
実
践

し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

医
療
生
協
の
運
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
、

各
団
体
と
と
も
に
広
げ
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
ま
た

2
0
1
9
年
度
の
ま
と
め
と
決
算
、

2
0
2
0
年
度
の
方
針
と
予
算
の
基

本
的
な
考
え
、
全
国
四
課
題
と
担
い

手
づ
く
り
、
経
営
の
問
題
や
平
和
と

社
会
保
障
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
、

議
案
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

宮
崎
生
協
病
院
の

遠
藤
豊
院
長
が
２
０
１

９
年
度
の
病
院
の
医
療

活
動
、コ
ロ
ナ
対
策
の

取
り
組
み
、生
協
病
院

院
内
改
修
と
附
属
棟

施
設
、職
員
学
習
の
成

果
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。ま
た
、
仁
田
脇

専
務
理
事
が
全
総
代

に
送
付
し
た
議
案
書

を
下
に
、「
宮
崎
生
協

病
院
の
『
7
対
1
看

護
』か
ら『
10
対
1
看

護
』
体
制
の
変
更
」や

「
総
合
病
院
に
向
け
た

『
宮
崎
生
協
病
院
』の

将
来
像
」、「
医
療
や
介

護
従
事
者
の
労
働
条

件
」、「
都
城
に
お
け
る

医
療
生
協
の
関
連
施
設
」な
ど
、出
さ

れ
た
意
見
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

新
任
役
員
紹
介
で
は
、
2
名
の
地

方
区
分
新
理
事
、
2
名
の
新
監
事
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
4
月
に
入

職
し
た
3
名
の
医
師
の
紹
介
も
あ
り

「
地
域
や
組
合
員
さ
ん
の
思
い
を
受
け

入
れ
る
生
協
病
院
。
自
分
も
こ
の
思
い

を
受
け
入
れ
た
い
と
入
職
し
ま
し
た
」、

「
地
域
の
声
か
ら
で
き
た
生
協
病
院
。

患
者
さ
ん
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま

す
」、「
共
に
働
く
職
員
と
協
力
し
て
、

患
者
さ
ん
の
た
め
に
役
立
つ
医
師
に
な

り
ま
す
」
な
ど
、
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

るるるるる
れれれ
ら
れれ
ら
れれ
ららら
ええええ

にに
待
に

期
待
に
応
え
ら
れ
るるる

ら
れ
ら
れれれ
る
れ
るる
れれ

えええ
ら
え
ららら

ににに
応応
に
応応応

期期期
待待待待
にに

期期期

ににににに

生
協
生

医
療
生
協
に
協
に
協
に
協
ににに

療
生生
協協

療
生
療
生生
協
生
協協協

医医
療療
医医医
療
医
療療療

期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
　

医
療
生
協
に

期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
　

医
療
生
協
に

期
待
に
応
え
ら
れ
る

　
　
　
　

医
療
生
協
に
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のののの
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案
の
報
告
報報報
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のののの
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の
報報
のの
報
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案
議
案案案
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案案
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案
の
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議
案
の
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議
案
の
報
告
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任
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員
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医
師
紹
介

新
任
役
員
紹
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と
医
師
紹
介

新
任
役
員
紹
介
と
医
師
紹
介

とと
明
ととと

ののののの

１
号
１
第
１
号
議
案
の
補
足
説
明
ととと

説
明
説
明明明
と
明
とと

補
足
補
足足足
説
足
説説説

案
の
案
ののの
補
の
補補補

号
議
号
議議議
案
議
案案案

第
１
第
１１
号
１
号号号

第第第第

ののの
ら
の
ら
の

か
ら
か
ら
かかかかか
代
か
代代代
総総
代
か
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質
問問問問

の
質質
問問

の
質
の
質質
問
質
問問問

か

のの

か
ら
か
らら
の
ら
ののの

総
代代
かか

総
代
総
代代
か
代
かかか

総総総総総総

第
１
号
議
案
の
補
足
説
明
と

　
　
　
　

総
代
か
ら
の
質
問

第
１
号
議
案
の
補
足
説
明
と

　
　
　
　

総
代
か
ら
の
質
問

第
１
号
議
案
の
補
足
説
明
と

　
　
　
　

総
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宮崎医療生活協同組合
理事長　日高明義
宮崎医療生活協同組合
理事長　日高明義

JAアズム大研修室で開催された第31回通常総代会議JAアズム大研修室で開催された第31回通常総代会議

新任医師　左から
佐藤医師・山下医師・井上医師

新任医師　左から
佐藤医師・山下医師・井上医師

循環器内科（遠藤･中島・柳田・坂口）、消化器内科（古谷・眞川）、呼吸器内科（永友・三宅）、糖尿病内科（植野）、
内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、透析外来（眞川）、外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡・松田・黒木）、
小児科（山元･上野･愛甲･久保）、初期研修医（井上奈津子・井上三保子・山下・佐藤）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：15
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）（受付13：30～）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

交替制

第1･3･5週
交替制

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

浜　田

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

坂　口

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

中　島

遠　藤

柳　田

坂　口

1週：中島
2週：－
3週：－
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

宮崎市大島町天神前1171

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

松　田

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

交替制

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元
葉　山
又は
黒　木

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～14：30
交替制

14：30～17：00
小　牧

14：00～16:00

眞　川
（第4週は休診）

交替制

小　澤

交替制

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（小牟田佐知子）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

14：00～16:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高橋聡

高橋聡

高橋聡

高橋聡

交替制
高橋聡

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第2土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）
高橋聡

17：00～19：00
（受付18：30）まで

高橋聡

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

透析外来
眞　川
（附属棟）

小児科 ☎0985（24）6575　内科・外科 ☎0985（24）6877　健康診断科 ☎0985（24）6566

三　宅

8：30～10:00

第1・3・5（三宅）
第2・4（永友）

糖尿病外来
（第1週）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

高　田

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

休　診
（訪問診療）

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

高　田

高　田

休　診
（訪問診療）

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる



7月度宮崎生協病院利用委員会7月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声虹の声
健康診断の結果票が届きましたが、どれが悪いのかがわかりませんでした。高齢者
にもわかりやすいようにしてください。

健康診断の結果票につきましては、宮崎市などの自治体検診や特定健診のような公的な健康診
断の結果票に準じて、できるだけ判り易くに努めております。健診結果について不明の点が
あった場合には、直接健康診断科や受診されたクリニックに結果説明をお尋ねください。ま
た、医療生協の班会や健康チェックなどで担当者に遠慮なくお申し付けください。

声

答

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
愛
甲
浩
志
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
愛
甲
浩
志
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』　

今
月
は
愛
甲
浩
志
医
師
で
す

小
児
科
医
の
愛
甲
浩
志
で
す
。
私
は
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科

に
来
て
、
今
年
の
秋
で
15
年
に
な
り
ま
す
。
15
年
と
い
う
と
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
が
高
校
1
年
生
に
な
る
ぐ
ら
い

の
時
間
で
す
。
私
は
医
者
に
な
っ
て
34
年
で
す
が
、
半
分
近
く

を
こ
こ
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
来
て
一
番
良
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
地
域
の
中
で

同
じ
子
ど
も
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
思
春
期
ま
で
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
私
は
子
ど
も
の
頃
は
小
児
喘
息
で
体
が
弱
く
当
時
の
小
児
科
の
先
生
方
に
大
変
お

世
話
に
な
っ
た
の
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
小
児
科
医
に
な
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
今

は
小
児
科
の
中
で
も
、
痙
攣
の
あ
る
お
子
さ
ん
や
運
動
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
診
る

小
児
神
経
と
い
う
分
野
が
専
門
で
す
。

ひ
そ
か
な
趣
味
は
日
本
の
T
V
ド
ラ
マ
や
映
画
を
見
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
こ
う
じ

て
好
き
な
日
本
の
男
優
さ
ん
、
女
優
さ
ん
の
舞
台
を
観
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
お
さ
ま
っ
た
ら
、
ま
た
行
け
る
か
な
。

2
0
2
0
年
7
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
7
月
11
日
開
催
）

①6月度の組合員増やしは80名（目標
116名）、出資金増資は434万円（目
標382万円）、班づくり1班、班会開
催78回。第31回通常総代会のまと
め、コロナ感染の防止策について、
健康づくり委員会から健康教室、大
塚江南支部から学習会などの報告。
②平和と社会保障を守る取り組みに
ついて、「米軍基地問題」「浜岡原発
水漏れ」「沖縄戦から75年」「75歳
医療費2022年までに2割に」「新型
コロナウィルス関連の失業３万人
超」「新田原の米軍基地化問題」「原
水禁世界大会に宮崎からペナント
を80本送る」「第400回原発再稼働
反対ウォーク」「新型コロナウィルス
関連」などの報告。「令和2年7月豪
雨災害の状況」報告では、義援金を
募ることとなった。
③仁田脇専務理事が、5月の法人の経
常利益は‐2,096万円（予算差▲
800万円）の報告。隈本洋平事務長
が宮崎生協病院の入院・外来患者
数の状況と対応策を、小牟田佐知子
介護部長が訪問看護ステーション
宮崎生協病院開設の報告。

等々、異議なく承認可決した。

＜審議・決定事項＞

■新規加入者  ８０名（6/1～6/30）
■出 資 金  ６億１,８６７万円
■班　　　数  ２９６班

今、宮崎医療生協は 2020年6月末現在

■総組合員数  ４８,２３１ 名
■平均出資金  １２,８２７ 円
■                ２０,０２４ 部おげんきですか
手配り配布数

いま、全国の医療福祉生協の事業所では、昼夜を分かたず医療・介護の提供
を懸命に続けています。多くの職員は「いつ感染するかわからない恐怖」と闘
いながら、住民のいのちと地域医療をまもり、地域住民のくらしに寄り添い奮
闘しています。職員の身体的負担、心理的負担は大きく、医療・介護従事者に
対する偏見や差別が追い打ちをかけ、心身とも大きく疲弊しています。
また、感染発覚による一時的な外来休診や病棟閉鎖、外来受診控えや介護の利

用控え、歯科診療と健診の延期などで医療機関の収入は激減しています。加えて
感染対策関連費用の増加も加わり、先の見通せない経営危機に陥っています。

事業所の経営を守ることは、医療従事者を守ることにつながり、そのことが
地域の医療と介護を守り、組合員のいのちとくらしを守ることに直結します。
医療福祉生協がめざす『安心して住み続けられるまちづくり』をすすめるため
には、私たちの事業所の存在はかかせません。
医療福祉生協の役職員一同ひきつづき全力で奮闘
する決意ですが、組合員のみなさまに「経営基盤強
化のための増資」にご協力いただきますようお願い
申し上げます。

自分たちの事業所を守ろう！　地域医療と介護を守ろう！自分たちの事業所を守ろう！　地域医療と介護を守ろう！自分たちの事業所を守ろう！　地域医療と介護を守ろう！ 宮崎医療生活協同組合
理事長　日髙明義～コロナ危機を乗り越え経営基盤を強化する増資運動へのご協力を呼びかけます～

組合員の
皆さまへ

　

昨
年
よ
り
南
方
支
部
の

運
営
に
携
わ
り
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
は
充

実
し
た
魅
力
あ
る
取
り
組

み
が
出
来
る
よ
う
進
め
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
、
し
か
し
高
齢
化
に
よ
り

組
合
員
の
脱
退
も
多
く
、

さ
ら
に
運
営
委
員
の
減
少
な

ど
で
「
思
う
よ
う
な
活
動

が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
」
と

心
細
い
限
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
、
集

会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
こ
と
ご
と
く
異
例
の
中
止
ま
た

は
延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
先
は
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
、
心
し
て

頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
収

束
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
南
方

支
部
の
今
後
の
運
営
に
関
し
て
は
、
よ
り
一
層
組
合

員
皆
さ
ま
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
頂
け
ま
す
よ
う
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。  

（
副
支
部
長　

髙
園
チ
エ
子
）

地
域
に
は
約
3
、
9
0
0
名

の
組
合
員
が
住
ま
れ
、
運
営
委

員
9
名
で
支
部
を
運
営
し
て
い

ま
す
。
全
国
四
課
題
は
目
標
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
支
部
で
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
強
め
る
と
と
も
に
、
楽
し
い

活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
組
合
員
の
高
齢
化
に

よ
り
、「
お
げ
ん
き
で
す
か
」

の
配
布
体
制
に
困
難
な
状
況
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

支
部
で
は
毎
月
第
２
水
曜

日
に
映
画
鑑
賞
会
、
毎
週
水

曜
日
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た

年
に
２
回
、
こ
の
は
な
支
部

と
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
ハ
イ

ク
も
年
１
回
取
り
組
み
、
組

合
員
と
の
交
流
と
親
睦
を
深

め
て
い
ま
す
。

附
属
棟
も
完
成
し
、
新
し
い
庭
園
、
花
壇
も

で
き
上
が
り
、
雑
草
も
芽
吹
き
始
め
た
2
月
、

い
よ
い
よ
営
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
よ
う
か

と
し
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発

生
、
す
べ
て
の
活
動
を
自
粛
、
3
カ
月
間
何
も

で
き
ず
に
や
き
も
き
し
て
い
ま
し
た
。

6
月
か
ら
よ
う
や
く
活
動
再
開
と
思
っ
た
の

も
つ
か
の
間
、
今
度
は
梅
雨
入
り
、
二
度
三
度

と
日
を
伸
ば
し
よ
う
や
く
梅
雨
の
中
休
み
の
6
月
23
日
実
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
で
気
温
30
℃
、
雑
草
は
背
丈
の
半
分
に
も
伸

び
放
題
、
皆
汗
だ
く
に
な
り
、
熱
中
症
に
気
を
配
り
な
が
ら
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
。
き
れ
い
に
な
っ
た
花
壇
を
眺
め
て
、
気
分
は
爽
快
で
し
た
。

（
東
部
支
部
長　

宮
田
敏
明
）

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

あ
お
き
支
部
の
お
げ
ん
き
仲
間
は
、

垣
内
喬
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
医
療
生

協
と
の
出
会
い
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員

か
ら
組
合
員
加
入
の
呼
び
か
け
が
あ

り
、
組
合
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
中
で
運
営
委
員

を
引
き
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
垣
内
さ
ん
は
名
古
屋
出
身
で
、
母

親
が
佐
土
原
町
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
の
で
退
職
後
は
宮
崎
に

転
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
娘
さ
ん
が
共
働
き
の
た
め
孫
の
成
長

の
手
助
け
も
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
と
誰
と
で
も
仲
良
く
し
、
面
倒
見
の
良
い

垣
内
さ
ん
。「
お
げ
ん
き
で
す
か
」は
83
部
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
の
事
情
で
運
営
委
員
の
活
動
は
、
な
か
な
か
出
来
ま
せ
ん

が「
出
来
る
こ
と
は
が
ん
ば
り
た
い
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

  

（
支
部
長　

加
島
宏
司
）

河
野　

正
さ
ん
（
延
岡
市
）

〈
短
歌
〉

六
・
二
九
大
空
襲
の
日
の
記
憶

チ
ラ
シ
配
り
て
海
馬
を
起
こ
す

発
令
や
解
除
の
語
に
も
身
構
へ
る

あ
の
空
襲
と
コ
ロ
ナ
の
違
ひ

ふ
ん
は
り
と
峠
に
立
ち
て
海
の
果
て

龍
舌
蘭
と
並
び
て
眺
む

み ん な の 声
◎病院は改修によって素晴らしく快適になりましたね。患者さ
んは安心して治療を受けることができると思います。

（宮崎市Ｙさん男性）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
ま
た
は

不
参
加
と
な
っ
た
主
な
行
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
ま
た
は

不
参
加
と
な
っ
た
主
な
行
事

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
ま
た
は

不
参
加
と
な
っ
た
主
な
行
事

（
写
真
は
昨
年
度
）

九州沖縄ブロック
組合員交流研修会
九州沖縄ブロック
組合員交流研修会

めだかの保健学校めだかの保健学校

宮崎生協病院健康まつり宮崎生協病院健康まつり

国民平和大行進国民平和大行進

原水爆禁止世界大会原水爆禁止世界大会

支
部
プ
ロ
フ
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ー
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集

支
部
プ
ロ
フ
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ル
特
集

支
部
プ
ロ
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ィ
ー
ル
特
集

●
南
方
支
部
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部部部
●
部
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南南南
方
南
方

●●●●●
南
方
支
部
●

●
あ
お
き
支
部
●●●

支
部
支
部部
●
部
●

ききき
支
き
支

ああ
おお

●●●
あ
●
あ
●
あ
お
き
支
部
●

●
大
淀
支
部
●●●
部部部
●
部
●

淀淀
支支

大大大
淀
大
淀

●●●●●
大
淀
支
部
●
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は
３
月
〜
５
月
の
３
か
月
間
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

自
粛
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
平

和
が
丘
公
民
館
の
使
用
が
で
き
る

様
に
な
り
、６
月
例
会
を
８
日
（
月
）

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
皆

さ
ん
は
、
い
ず
れ
も
明
る
く
お
元

気
な
様
子
で
、
お
互
い
ほ
っ
と
安

心
で
す
。
こ
の
日
の
参
加
者
は
入

会
検
討
中
の
男
性
の
方
を
含
め
て

13
名
で
し
た
。
受
け
付
け
は
、
増

資
し
て
く
れ
る
方
、
班
運
営
資
金

調
達
の
物
品
販
売
（
和
風
だ
し
・

炊
き
込
み
ご
飯
・
ふ
し
め
ん
）
購

入
の
方
々
で
ご
っ
た
返
し
ま
し
た
。

８
年
間
お
付
き
合
い
頂
い
た
組

織
部
の
木
場
さ
ん
と
松
永
さ
ん
が

退
職
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
を
お
聞

き
し
、「
こ
れ
は
困
っ
た
。こ
れ
か
ら

は
私
た
ち
だ
け
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
覚
悟
し
て

い
ま
し
た
が
、さ
す
が
医
療
生
協
！

組
織
部
よ
り
西
亜
紀
子
さ
ん
と
田

中
裕
人
さ
ん
、そ
れ
に
益
元
寿
子
さ

ん
の
３
名
が
応
援
に
来
て
下
さ
り
、

大
変
助
か
り
ま

し
た
。
お
か
げ

で
健
康
チ
ェ
ッ

ク
も
手
際
よ
く

終
わ
り
、
残
っ

た
時
間
は

益
元
さ
ん

の
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ゲ
ー

ム
で
、
頭

と
体
の
体

操
。
久
し

ぶ
り
に
爽

や
か
な
汗

を
流
し
ま

し
た
。

私
た
ち
の
カ
ト
レ
ア
班
は
嬉
し

い
こ
と
に
今
年
も
「
減
塩
達
成
賞
」

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
班
会

で
賞
状
と
副
賞
の
歯
ブ
ラ
シ
を
そ

れ
ぞ
れ
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
カ
ト
レ
ア
班
の
名
物
ご

老
公
（
黄
門
様
）
を
ご
紹
介
致
し

ま
す　お

年
は
93
才
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

温
厚
篤
実
。
毎
日
小
学
生
た
ち
と

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
登
下
校
を
見
守

り
、
食
事
は
今
も
自
分
で
作
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の

結
果
も
素
晴
ら
し
い
。
班
会
は
無

遅
刻
無
欠
席
、
増
資
協
力
も
毎
回

し
て
下
さ
い
ま
す
。
水
戸
藩
の
黄

門
様
で
な
く
「
カ
ト
レ
ア
班
の
黄

門
様
」。
そ
の
御
名
は
赤
嶺
賢
三
郎

様
と
申
さ
れ
ま
す
。
カ
ト
レ
ア
班
一

同
、
益
々
の
ご
壮
健
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
（
班
長
白
浦
五
子
）

(^.^)/

赤嶺賢三郎さん赤嶺賢三郎さん

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

生協病院職員との交流会生協病院職員との交流会 南方支部総会南方支部総会

みんなで頭と体の体操をみんなで頭と体の体操を作業中の組合員さん作業中の組合員さん
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繕
ボ
ラ
ン
テ
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ア
に
感
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ン
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ア
に
感
謝

営
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝

営
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
感
謝
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ボ
ラ
ン
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感
謝

営
繕
ボ
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テ
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に
感
謝

営
繕
ボ
ラ
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テ
ィ
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に
感
謝

皆様こんにちは。宮崎生協病院訪問看護
ステーションが 7 月 1 日にオープンしまし
た。「病気や障害があっても、住み慣れた
家で暮らしたい」「人生の最後を自宅で迎え
たい」と望まれる方が増えています。でも「家
族だけで介護や医療的ケアができるだろう
か」「一人暮らしだけど大丈夫？」と不安に思うことも多いと
思います。そんな時に頼りになるのが訪問看護です。
訪問看護の強みは、地域で暮らす赤ちゃんから高齢者まで
全ての年代の方に、関係機関と協力しあって、一人ひとりに
必要な支援が行えるところです。訪問看護ステーションとは、
主治医が交付した訪問看護指示書によってサービスを提供す
る事業所です。宮崎生協病院のかかりつけでなくても利用で
きます。受診している医療機関、お近くの訪問看護ステーシ
ョン、地域包括支援センター、市町村の介護保険や障がい福
祉の担当窓口で相談できます。
宮崎生協病院訪問看護ステーションで新たな気持ちで職員
一同頑張ります。よろしくお願いします。

（所長　木之下昭子）

宮崎医療生協では、医師・看護師・薬剤師、介護福祉士を目指す学生を対象とした奨学金
制度を設けております。宮崎医療生協は宮崎生協病院を中心に多くの医療・介護施設を展開
しており、将来にわたってその活動を支える職員の確保と育成を目的に、宮崎医療生協での
医療と介護活動を志す学生の学業および生活を支えています。
奨学生は、大学や学校では学ぶことが困難な地域の人々の暮らしや医療、社会情勢につい

て多くのことを学びます。また医療生協として大切にしている平和学習にも取り組みます。

宮崎大学医学科に在籍する奨学
生は、毎月奨学生会議「てのひら
会」に参加します。宮崎医療生協
の医師とともに自主的な学習や交
流を深めます。

①「奨学生会議」

気になる患者さん宅や子供の貧
困・働く世代の貧困をテーマに、
2013年から毎年開催していま
す。訪問を通して実際の生活に触
れ、医学生の視点で社会問題と向
き合います。

③「宮崎民医連フィールド」

毎年開催される九州・沖縄の医
学生や全国の医学生が集まるつど
いは、講演や現地でのフィールド
活動を通して他県の学生とともに
学びます。

②「医学生のつどい」

高校生を対象とした医師体験、
看護体験などを実施しています。

④「高校生体験企画」

看護学生、医学生合同で学習を進
めています。昨年は、宮崎市介護保
険課の方を講師に「認知症サポー
ター養成講座」を開催しました。

⑤「看・医合同奨学生会議」

【医　学　生】宮崎民医連・医学生サポートセンター
　　　　　　　 ●担当：松本・黒木　TEL：０９８５-８５-９７１７
【看護学生】宮崎生協病院・師長室
　　　　　　　 ●担当：井上　　　　TEL：０９８５-２４-６８７７
【薬　学　生】宮崎生協病院・薬剤科
　　　　　　　 ●担当：大田原　　　TEL：０９８５-２４-６８７７
【介護福祉士】宮崎医療生協・介護部
　　　　　　　 ●担当：小牟田　　　TEL：０９８５-２３-７１６８

◎お問い合わせ・連絡先

宮崎医療生協

奨学金制度のご紹介
宮崎医療生協

奨学金制度のご紹介
宮崎医療生協

奨学金制度のご紹介
宮崎医療生協

奨学金制度のご紹介

これらの奨学金制度は、宮崎医療生協の病院や診療所、介護施設をご利用いただいて
いる組合員さんの出資金が支えとなって運営しています。ご家族やご親戚、お知り合い
で宮崎での医療や介護の道を志す学生さんのご紹介にご協力いただければ幸いです。
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班
会
の
ご
紹
介
で
す

け
い
れ
ん

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる 健康をつくる　平和をつくる　頼りになる医療生協をつくる


